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設問１

• 健康状態に問題のない閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性
乳癌患者。

• Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18%リンパ節転移は３個。

• オンコタイプDXの再発スコアは35だった。

• 術後化学療法の方針は？



• 治療効果予測因子（predictive factor）

• １．ホルモン受容体；ER

• ２．HER2

• ３．多遺伝子アッセイ（OncotypeDX等）（予後因子でもある）

• ４．BRCA1/2遺伝子

• ５．PD-L1

• 予後予測因子（prognostic factor）

• １．臨床病期（stage）

• ２．グレード（HG, NG）

• ３．ホルモン受容体；ER

• ４．HER2

• ５．Ki67
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TAILORx試験(ER陽性HER2陰性早期乳癌が対象)



RxPONDER試験





RxPONDER試験

Kalinsky K et al, N Engl J Med. 2021；385 (25)：2336-47.
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設問１

• 健康状態に問題のない閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性
乳癌患者。

• Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18%リンパ節転移は３個。

• オンコタイプDXの再発スコアは35だった。

• 術後化学療法の方針は？

ddEC 4コース+ddPTX 4コース ＞ TC 4コース



設問２

• 健康状態に問題のない閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性
乳癌患者。

• Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18%リンパ節転移は３個。

• オンコタイプDXの再発スコアは35だった。

• 第3度の近親者内に卵巣がんの家族歴を有する。

• 生殖細胞系列BRCA1/2は野生型だった。

• 術後内分泌療法及び併用する薬剤の方針は？



















Lancet Oncol. 2021; 22(1): 74-84
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J. Clin Oncol. 2020; 38(34):3987-3998

IDFS; 無浸潤疾患生存 DRFS; 無遠隔転移生存期間



参考資料

京都大学 乳腺外科 ホームページ

https://www.brca.jp/potent-tool/
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Takeda M. et al; Breast Cancer Res Treat 2023



本症例；閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性乳癌患者。
Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18% LN転移は３個

ER; ≧10% ER; 1-9%

京都大学 乳腺外科 ホームページ

https://www.brca.jp/potent-tool/



設問２

• 健康状態に問題のない閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性乳癌
患者。

• Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18%リンパ節転移は３個。

• オンコタイプDXの再発スコアは35だった。

• 第3度の近親者内に卵巣がんの家族歴を有する。

• 生殖細胞系列BRCA1/2は野生型だった。

• 術後内分泌療法及び併用する薬剤の方針は？

• AI剤 7-10年間+S1 1年間



設問３

• 健康状態に問題のない閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性
乳癌患者。

• Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18%リンパ節転移は３個。

• オンコタイプDXの再発スコアは35だった。

• 第3度の近親者内に卵巣がんの家族歴を有する。

• 生殖細胞系列BRCA2に病的バリアントを認めた。

• 術後内分泌療法及び併用する薬剤の方針は？







Ann Oncol 2022;33(12):1250-68



設問３

• 健康状態に問題のない閉経後女性（60歳）のHER2陰性ER陽性乳癌
患者。

• Bt+Ax 浸潤径は4cm HG II Ki67は18%リンパ節転移は３個。

• オンコタイプDXの再発スコアは35だった。

• 第3度の近親者内に卵巣がんの家族歴を有する。

• 生殖細胞系列BRCA2に病的バリアントを認めた。

• 術後内分泌療法及び併用する薬剤の方針は？

• AI剤 7-10年間+S1 1年間



新たなエビデンスのまとめ

• 薬剤 試験 文献

• Dose dense EBCTCG Lancet. 2019; 393(10179):1440-1452

• Abemaciclib MonarchE J. Clin Oncol. 2020; 38(34):3987-3998

• S-1 Potent Lancet Oncol. 2021; 22(1):74-84

• Olapalib OlympiA Ann Oncol 2022;33(12):1250-68
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